
（別紙３）

～ 令和８年　１　月　３０　日

（対象者数） 15 （回答者数） 10

～ 令和８年　１　月　３０　日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・個々の性格や特性に合わせた対応を行っていく

2

・児童が好みそうなイベント、公園をリサーチして楽しめる
よう内容を考えていく

3

・アセスメントを行い、個々に合わせた内容を展開する

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・その日の活動内容と最近の児童の様子を考えながら部屋で
の過ごし方を臨機応変に変えていく。

2

3

・社会生活に向けて自立できるようスキルを身につける ・慣れるまでや最初は職員と一緒に行い、徐々に自分でできる
よう促したり補助しながらできた達成感を味わってもらう。

○事業所名 ぶるーむ　本町

○保護者評価実施期間 令和８年　１　月　１６　日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和８年　１　月　１６　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和８年　２　月　２５　日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

・屋外活動において、色々な公園や公共の場において経験値を
積み興味の幅や関心を深めて好きなものへつなげる

・いろいろな公園に行ってみる。行く公園の中で合った公園を
見つけて、遊び方の内容や公園にあるものを探して子どもの
持っている興味を引き出していく。

・職員の得意分野を生かした療育内容、または経験を生かした
療育を行い子どもたちの社会性や対人面につなげていく

・子どもたちに楽しい・またやりたいと思ってもらえるよう少
しでも「できた」を感じてもらえるよう配慮する。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・活動部屋が少ない、小さい ・少ない中で児童の配置や活動の内容によって変えていく。

事業所における自己評価総括表公表


